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論 文 要 旨 
 

学籍番号 81034534 氏 名 小山 亞希子 

 

論 文 題 目： 

個人別態度構造分析を用いた脱適応型適応メカニズムの解明 

―『殻を破る』を中心としたモデル構築― 
 

 
 
 

（内容の要旨） 

 本研究では、自ら考える主体、その中でも特に、環境に変革をもたらす主体の必要性

を問題の背景に、既存の価値規範や慣行に流されず、積極的に新たな取り組みを促進する

存在を「創造的社会人」と定義し、現在の世界観を打破する（「殻を破る」）ため、環境

適応的行動を行なわない「脱適応型適応」が必要であると述べ、そのメカニズムの解明に

取り組んだ。 

 現状の課題として、「創造的社会人」なる存在は発見も育成も困難であることがあげられ、

本研究の目的として、個人別態度構造(PAC)分析を用いた「新たな取り組み」を積極的に行

なう主体についてのアセスメント、現状認知及び行動・非行動の適応モデルの構築を通し、

脱適応型適応のメカニズムの解明を行った。  

 
 本研究の構成： まず、第一章「テーマ背景：脱適応型適応」において、人の適応に関

する研究の大きな流れ、問題背景と定義、研究の目的を示した。 続く、第二章「先行研

究：個と環境の相互作用」では、ヒトの認知行動変容及び環境に対する働きかけに焦点を

当てこれまでの研究をレビューする。 定義を確認し、脱適応モデルをベースにその構成

要素と関連分野を個別に概観していく。 第三章「モデル構築：『殻』を破る適応モデル」 
では先行研究のレビューを参考に、分析モデル及び仮説の設定を行う。 第四章「手法：

ミックス法による検証」では、従来の先行研究で用いられていた研究手法の更なる展開と

して、個人の認知・態度を構造化する個人別態度構造（PAC）分析の説明をした後、第五章

「実験結果：モデルと結果、プロセスの平準化」において、PAC 分析から得られた結果を

もとに、モデルの検証を行った。 第六章「まとめと考察：『殻を破る』とは何か」では、 
得られた結果及び検証結果から、本研究で提唱する適応モデルの更なる発展の可能性を明

らかにした。 最後に第七章「今後の課題：応用としての経験と場のデザイン」で、本研

究の発見事項を要約し、理論・検証・実践的含意、そして、本研究の限界と残された課題

と可能性について示す。 

キーワード（5 語） 
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KOYAMA, Akiko 

 

Title 
Mechanism of Deadaptive Accomodation 

 - Breaking the Mold of an Individual Mental Model -  

 

Abstract 
 
 This r esearch is t o clarify t he mechanism o f “de adaptive ada ptation,” i n o rder to resolve t he 

necessity o f t he e xistence o f c hange a gents, w ho interacting with e nvironment to mo dify its 

condition. For that purpose, one shall change his/her recognition of his/her environment, and shall 

not ada pt to its c limate t o encourage obedience. O f s uch pe rson s hall be e xpected to create an d 

implement a n ew and creative methodologies to the matched purpose of t he group, which s /he is 

belonging to.  

 

 Since t he ke y is r elated to the r ecognition, I  s elected to use P ersonal A ttitude C onstruct ( PAC) 

Analysis. PAC a nalysis is a n a nalyzing method w hich e nable o ne t o assess “attitude” t oward any 

vague object that can be imaged.  

 

 As the consequence of the PAC analysis, the Adaptation model is constructed. Furthermore, there 

are t wo m eaningful pa ths s hall be visualized a s, b reaking t he mold – which me ans ma ke a  

commitment toward something new and breaking the ex-value and world views as an obstacles for 

the commitment. The other path, as expected, is to deny and give up to take an action.  

 

Key Word(5 words) 
Deadaptive adaptation, Personal Attitude Construct Analysis,  

Breaking the mold, desocialization, readiness to change 

 


	0.shuron_hyoushi.pdf
	00.はじめに
	1.mokuji
	図表番号
	図表番号

	2.zuhyouiri
	shuron_hyoushi
	修士論文Koyama
	第一章　テーマ背景：脱適応型適応　―「殻」を破る―
	１．１．背景:　環境適応的、社会化する動物
	１．２．問題定義:　創造的社会人の発見と育成
	１．３．研究の目的:　『脱適応型適応』のメカニズムの解明
	章立て


	第二章　先行研究：個と環境の相互作用―学習、棄却、自己防衛―
	２．１．日常というシステム：形成・変容プロセスとその成果物
	２．１．１．日常の形成とラーニング
	２．１．２．日常の変容とアンラーニング
	２．１．３．変容に対する抵抗とアンラーニングの難しさ

	２．２．変容のための要求分析：日常からの脱適応

	第三章 モデル構築 ：「殻」を破る適応モデル―個人化のアプローチ―
	３．１．『殻を破る』とは
	３．２．適応モデル構築と「脱適応型適応」メカニズムの解明に向けて

	第四章　手法：ミックス法による検証―個人別態度構造(PAC)分析―
	４．１．PAC分析概要
	４．２．PAC分析特徴
	４．３．PAC分析手順
	（１）刺激文の作成と選定
	（２）刺激文提示―自由連想
	（３）重要度ごとに並び替え
	（４）ランダムな一対比較
	（５）HALBAUによる、デンドログラム（樹状図）提示
	（６）グルーピング・命名
	（７）比較説明
	（８）全体イメージ
	（９）各項目の（＋）、（－）、（０）
	（１０）構造化の再確認及び、「殻」とレバレッジポイントの発見、打ち手の構築
	（１１）主成分分析結果（布置図）提示、軸の命名、分布の確認
	（１２）観察者による、総合的解釈
	まとめ：得られる情報

	４．４．PAC分析の課題と限界

	第五章　実験結果：モデルと結果、プロセスの平準化
	５．１．データセット概要
	５．２．型ごとの代表的な態度構造と解釈
	（１）無力学習型
	（２）現状維持型
	（３）試行錯誤型
	（４）脱適応型

	５．３．プロセスの平準化及び実行可能性の検証

	第六章　まとめと考察：「殻を破る」とは何か
	６．１．適応モデルの個別説明
	（１）無力学習型適応 (Helpless　adaptation)
	（２）現状維持型 (Homeostatic　adaptation)
	（３）試行錯誤型適応 (Trial&error　adaptation)
	（４）脱適応型適応 (De-adaptive　adaptation)

	６．２．適応モデルの応用とパス図
	６．２．１．殻を破るパス
	６．２．２．殻に籠るパス
	６．２．３．変容のヒント


	第七章　今後の課題:　応用としての経験と場のデザイン
	７．１．分析手法としての教訓
	７．２．応用と実践、経験と場のデザインに関する研究

	さいごに
	謝辞
	参考文献


	8.謝辞
	謝辞

	9.参考文献
	参考文献


